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	（3）政府横断施策や投資額の大きいプロジェクトのガバナンスの徹底（◎内閣官房、総務省、関係府省）
	ア.クラウドサービスの利用環境整備（◎内閣官房、◎総務省、全府省）
	イ.ガバメントネットワーク整備プロジェクト（◎内閣官房）
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	キ. 特許事務システム（◎経済産業省）

	5.1.3 各府省ガバナンスの強化（◎全府省、◎内閣官房、◎総務省）
	（1）各府省中長期計画（◎全府省、◎内閣官房、◎総務省）
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	（2）情報システム統一研修に係る継続的な修了者の輩出と体系、実施内容等の見直し（◎内閣官房、◎総務省）


	６ 行政手続のデジタル化
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